
 

 

 

 

 

 

 

 

[資料] 



-資1- 

資料1. 調査団員・氏名 
 

(1) 概略設計調査(第一次現地調査) 

氏名 担当 所属 

杉山 俊士 総括 （独）国際協力機構 国際協力専門員 

奥田 久勝 計画管理 （独）国際協力機構 農村開発部主任調査役 

石本 亮 
業務主任／水産物品質管理

／施設計画 
OAFIC（株） 

石谷 論 副業務主任/機材・調達計画 OAFIC（株） 

大寺 康夫 建築設計／自然条件調査 OAFIC（株） 

大島 美保 通訳(日仏) （株）フランシール 

  

(2) 概略設計調査(第二次現地調査) 

氏名 担当 所属 

杉山 俊士 総括 （独）国際協力機構 国際協力専門員 

池田 誠 計画管理 （独）国際協力機構 農村開発部特別嘱託 

石本 亮 
業務主任／水産物品質管理

／施設計画 
OAFIC（株） 

石谷 論 副業務主任/機材・調達計画 OAFIC（株） 

大寺 康夫 建築設計／自然条件調査 OAFIC（株） 

福村 つよし 設備設計  マツダコンサルタンツ（株） 

村井 寧  機材(化学分析機器等)・調達

計画/積算  
（株）小泉 

石井 利雄 施工計画/積算  OAFIC（株） 

渡部 和石  環境社会配慮/ジェンダー配

慮 
（株）ICI 

橋爪 雅彦 通訳(日仏) （株）フランシール 

 

(3) 概略設計説明調査(第三次現地調査) 

氏名 担当 所属 

杉山 俊士 総括 （独）国際協力機構 国際協力専門員 

奥田 久勝 計画管理 （独）国際協力機構 農村開発部主任調査役 

石本 亮 
業務主任／水産物品質管理

／施設計画 
OAFIC（株） 

石谷 論 副業務主任/機材・調達計画 OAFIC（株） 

大寺 康夫 建築設計／自然条件調査 OAFIC（株） 

橋爪 雅彦 通訳(日仏) （株）フランシール 
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資料2. 調査行程 
 

(1) 概略設計調査(第一次現地調査) 

 

日 

(2017 年) 

官団員 コンサルタント 

杉山：総括 

奥田：計画管理 

石本： 

業務主任/水産物

品質管理/施設計

画 

大寺： 

建築/自然条件調

査 

大島： 

通訳(仏語) 

石谷： 

副業務主任 

10/19 木  東京発→  

10/20 金 → パリ→NKC 着 

10/21 土 調査打合(JICA 専門家、協力局、ONISPA) 

10/22 日 NKC→NDB、サイト状況調査 

10/23 月 サイト状況調査 ONISPA 本部 

10/24 火 サイト状況調査 ONISPA 本部、ISO 聞取調査 東京発→ 

10/25 水 NDB→NKC 着 →パリ→NKC

着 

10/26 木 漁業海洋経済省表敬・説明、大使館表敬・説明 

10/27 金 NKC 検査所調査 

10/28 土 奥田：東京発→ 調達・建設事情情報収集、調査結果取りまとめ、団内打合 

10/29 日 奥田：→パリ→NKC 着 

団内打合 

杉山：ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ→NKC 着 

情報整理、官団員との打合 

10/30 月 NKC→NDB 着 

サイト調査 ONISPA 本部 

ONISPA との協議、情報収集 

10/31 火 サイト調査 ONISPA 本部 

NDB→NKC 着 

ONISPA との協議、情報収集 

11/1 水 団内打合せ、NKC 検査所視察、ミニッツ協議(海洋漁業経済省および ONISPA) 

11/2 木 ミニッツ協議(ONISPA) 再委託業者との

打合、情報収集 

ミニッツ協議(ONISPA) 

11/3 金 ミニッツ協議(ONISPA)、ミニッツ署名(漁業海洋経済省、ONISPA) 

11/4 土 報告作成 再委託契約、報告作成 

11/5 日 報告作成、団内打合 

11/6 月 大使館報告 大使館報告 大使館報告 

NKC 発→ 

11/7 火 (杉山)NKC→ラバト着 

(奥田・石本)NKC→ダカール着 

JICA セネガル事務所報告 

ダカール発→ 

→パリ→ 

11/8 水 →パリ→ →東京着 

11/9 木 →東京着  
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(2) 概略設計調査(第二次現地調査) 
 

日 
(2018 年) 

官団員 
杉山：総括 
池田：計画

管理 

業務主任/水産物品質

管理/施設計画 副業務主任 建築/自然条件調査 設備設計 機材･調達計画/積算 施工計画/積算 環境社会配慮/ジェン

ダー配慮 仏語通訳 

①石本 ②石谷 ③大寺 ④福村 ⑤村井 ⑥石井 ⑦渡部 ⓕ橋爪 

2/3 土     東京 23:50→ 東京 23:50→          東京 23:50→ 

2/4 日     →パリ→15:25NKC →パリ→15:25NKC         →パリ→15:25NKC 

2/5 月     

MPEM・ONISPA と

のインセプションレ

ポート(2) 説明・調

査工程協議･確認 

MPEM・ONISPA と

のインセプションレ

ポート(2) 説明・調

査工程協議･確認 

        ②③同行 

2/6 火     

NKC9:00→9:40ND
B 
NDB サイト状況調

査・協議 

NKC9:00→9:40ND
B 
NDB サイト状況調

査・協議 

        お 

2/7 水     再委託準備・サイト

状況調査 

地形測量確認、地

質地盤調査準備、

土地権利関連調査 
        ②③同行 

2/8 木     施設配置協議・情

報収集 
施設配置協議・情

報収集         ②③同行 

2/9 金     施設配置協議・情

報収集 
施設配置協議・情

報収集         ②③同行 

2/10 土   東京 23:50→ 再委託準備 再委託準備 東京 23:50→ 東京 23:50→   東京 23:50→ ②同行 

2/11 日   →パリ→15:25NKC 資料整理 資料整理 →パリ→15:25NKC →パリ→15:25NKC   →パリ→15:25NKC 資料整理 

2/12 月   ONISPA NKC 視察 運営維持管理体制

調査・流通調査 土地権利関連調査 MPEM 訪問・NKC
検査所視察 

MPEM 訪問・NKC
検査所視察   MPEM 訪問・NKC

検査所視察 ②③同行 

2/13 火   施設計画、品質管

理計画調査 
運営維持管理体制

調査・流通調査 
気象・水質調査準

備 関連施設視察 関連施設視察   関連法規調査 
環境社会配慮調査 ②③同行 

2/14 水   

NKC8:00→8:40ND
B 
ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

NKC8:00→8:40ND
B 
ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

NKC8:00→8:40ND
B 
ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

  

NKC8:00→8:40ND
B 
ONISPA との協議・

NDB 検査所現状

確認 

同行 

2/15 木   NDB フリーゾーン

表敬 
運営維持管理体制

調査 
NDB フリーゾーン

表敬 設備設計関連調査 検査内容確認・要

請機材確認   サイト周辺状況調

査 ⑤同行 

2/16 金   品質管理計画調査 運営維持管理体制

調査 建築計画調査 設備設計関連調査 検査内容確認・要

請機材確認   サイト周辺状況調

査 ⑤同行 

2/17 土 
 

品質管理計画調査 中間報告取り纏め 中間報告取り纏め 中間報告取り纏め 検査内容確認・要

請機材確認   中間報告取り纏め ⑤同行 

2/18 日  中間報告取り纏め 中間報告取り纏め 中間報告取り纏め 中間報告取り纏め 中間報告取り纏め   中間報告取り纏め 資料整理 
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日 
(2018 年) 

官団員 
杉山：総括 
池田：計画

管理 

業務主任/水産物品質

管理/施設計画 副業務主任 建築/自然条件調査 設備設計 機材･調達計画/積算 施工計画/積算 環境社会配慮/ジェン

ダー配慮 仏語通訳 

①石本 ②石谷 ③大寺 ④福村 ⑤村井 ⑥石井 ⑦渡部 ⓕ橋爪 

2/19 月 
 

ONISPA との協議 ONISPA との協議 建築計画調査 設備設計関連調査 検査内容確認・要

請機材確認   
ステークホルダー

会議準備 ⑤同行 

2/20 火 
 

ステークホルダー会

議支援 
流通調査、運営維

持管理調査 
ステークホルダー

会議支援 設備設計関連調査 機材仕様・保守管

理調査   ステークホルダー

会議支援 ⑦同行 

2/21 水 
 

NDB12:40→13:20
NKC 

NDB12:40→13:20
NKC 建築調査 調達事情調査 機材仕様・保守管

理調査   関連法規調査 NDB12:40→13:20
NKC 

2/22 木 
 

ONISPA との協議/
情報収集 

再委託(税制調査)
確認 建築調査 調達事情調査 機材仕様・保守管

理調査   関連法規調査 ①②同行 

2/23 金 
 

ONISPA との協議/
情報収集 

再委託(税制調査)
確認 建築調査 調達事情調査 機材仕様・保守管

理調査   関連法規調査 ①②同行 

2/24 土 東 京
23:50→ 協議ミニッツ案作成 協議ミニッツ案作成 NDB12:40→13:20

NKC 資料整理 機材調査 東京 23:50→ NDB12:40→13:20
NKC 協議ミニッツ案作成 

2/25 日 
→ パ リ
→15:25N
KC 

協議ミニッツ案作成 協議ミニッツ案作成 協議ミニッツ案作成 資料整理 協議ミニッツ案作成 →パリ→15:25NKC 資料整理 協議ミニッツ案作成 

2/26 月 ミニッツ協

議 ミニッツ協議 ミニッツ協議 調達事情調査(ミニ
ッツ協議) 設備計画調査 機材規模・仕様調

査 施工計画調査 補足調査 官①②同行 

2/27 火 ミニッツ協

議 ミニッツ協議 ミニッツ協議 調達事情調査(ミニ
ッツ協議) 設備計画調査 機材規模・仕様調

査 施工計画調査 補足調査 官①②同行 

2/28 水 ミニッツ協

議 ミニッツ協議 ミニッツ協議 調達事情調査(ミニ
ッツ協議) NDB NDB12:40→13:20

NKC 施工計画調査 補足調査 官①②同行 

3/1 木 ミニッツ署

名 ミニッツ署名 ミニッツ署名 調達事情調査 設備計画調査 調達事情調査 施工計画調査 報告作成 官①②同行 

3/2 金 

大使館報

告 
ダカール
23:10→ 

大使館報告 
NKC23:50→ 

大使館報告 
再委託(税制調査)
確認 

自然条件調査結果

の確認・分析 
追加調査・情報確

認 
保守管理体制・ソフ

コン計画 施工計画調査 NKC23:50→ 官①②同行 

3/3 土 →パリ→ →4:45パリ 16:05→ 資料整理 資料整理 NDB12:40→13:20
NKC 資料整理 資料整理 →パリ→ 資料整理 

3/4 日 →9:25東
京着 

→12:05東京(羽田)
着 団内打合せ 団内打合せ 団内打合せ 団内打合せ 団内打合せ →9:25東京着 団内打合せ 

3/5 月     
ベースライン調査・

その他再委託調査

結果確認 
建築資材調査 設備関連会社情報

収集 
保守管理体制・ソフ

コン計画 施工計画調査   ⑤同行 

3/6 火     
ベースライン調査・

その他再委託調査

結果確認 
建築資材調査 設備関連会社情報

収集 機材取扱会社調査 施工計画調査   ⑤同行 

3/7 水     精算業務 NKC8:00→08:40N
DB 報告資料作成 機材取扱会社調査 NKC8:00→08:40N

DB   NKC8:00→08:40N
DB 
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日 
(2018 年) 

官団員 
杉山：総括 
池田：計画

管理 

業務主任/水産物品質

管理/施設計画 副業務主任 建築/自然条件調査 設備設計 機材･調達計画/積算 施工計画/積算 環境社会配慮/ジェン

ダー配慮 仏語通訳 

①石本 ②石谷 ③大寺 ④福村 ⑤村井 ⑥石井 ⑦渡部 ⓕ橋爪 

3/8 木     
漁業海洋経済省・

ONISPA との協議,
再委託事務約業務 

設計に係る

ONISPA との協議 報告資料作成 
漁業海洋経済省・

ONISPA との協議 調達調査   ②⑤同行 

3/9 金     NKC23:50→ 設計に係る

ONISPA との協議 NKC23:50→ NKC23:50→ 調達調査   ②⑤同行 

3/10 土     →パリ→ 報告作成 →パリ→ →パリ→ 資料整理   資料整理 

3/11 日     →9:25東京着 報告作成 →9:25東京着 →9:25東京着 資料整理   資料整理 

3/12 月       自然条件調査報告

確認・評価  
  積算調査   ③同行 

3/13 火       自然条件調査報告

確認・評価  
  積算調査   ③同行 

3/14 水       NDB12:40→13:20
NKC  

  NDB12:40→13:20
NKC   NDB12:40→13:20

NKC 
3/15 木       建築資材調査    積算調査   ③同行 

3/16 金       建築資材調査    積算調査   ③同行 

3/17 土       報告資料作成    資料整理   資料整理 

3/18 日       NKC23:50→     資料整理   資料整理 

3/19 月       →パリ→     積算調査 

  

⑥同行 

3/20 火       →9:25東京着     資料整理 資料整理 

3/21 水             NKC23:50→ NKC23:50→ 

3/22 木             →6:00パリ 
積算調査 

→6:00パリ 
⑥同行 

3/23 金             積算調査 ⑥同行 

3/24 土             パリ 13:35→ パリ 13:35→ 

3/25 日             →9:25東京着   →9:25東京着 

 
 



-資6- 

(3) 概略設計説明調査(第三次現地調査) 

 

日 

(2018年) 

杉山：総括 

奥田：計画管理 

石本： 
業務主任/水産物品

質管理/施設計画 

橋爪： 

通訳(仏語) 

石谷： 

副業務主任 

大寺： 

建築/自然条件

調査 

10/2 火     東京→   

10/3 水     →ﾊﾟﾘ→ﾇｱｸｼｮｯﾄ   

10/4 木   東京→ ドラフト説明・協議(ONISPA) 東京→ 

10/5 金   →ﾊﾟﾘ→ﾇｱｸｼｮｯﾄ ドラフト説明・協議(ONISPA) →ﾊﾟﾘ→ﾇｱｸｼｮｯﾄ 

10/6 土 (奥田)東京→ ドラフト説明・協議(ONISPA) 

10/7 日 

(奥田)→ﾊﾟﾘ→ﾇｱｸｼｮｯﾄ 

団内打合せ 

(杉山)ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ→ﾇｱｸｼｮｯﾄ 

団内打合せ 

10/8 月 漁業海洋経済省表敬,ミニッツ案協議(ONISPA) 

10/9 火 ミニッツ案協議(ONISPA) 

10/10 水 ミニッツ案協議(ONISPA), 経済財務省租税総局訪問 

10/11 木 ミニッツ署名,大使館報告 

10/12 金 

(杉山･奥田)ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ﾀﾞｶｰﾙ 

(杉山･奥田)JICA セネガル事

務所報告 

(奥田)ﾀﾞｶｰﾙ→ 

ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ﾀﾞｶｰﾙ 

JICA セネガル事

務所報告 

ﾀﾞｶｰﾙ→ 

ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ 補足調査(機材取扱業者,設備業者等) 

10/13 土 
(杉山)ﾀﾞｶｰﾙ→ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ 

(奥田)→ﾊﾟﾘ→ 

→ﾊﾟﾘ  

機器メーカー補足調査 
補足調査(機材取扱業者,設備業者等) 

10/14 日 →東京 ﾊﾟﾘ→ 資料整理 

10/15 月   
→東京 

補足調査(現地石油会社) 

ﾇｱｸｼｮｯﾄ→ 

10/16 火       →ﾊﾟﾘ→ 

10/17 水       →東京 
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資料3. 関係者（面会者）リスト 
 

(1)モーリタニア側関係者 

名前 所属組織 職位 

Yahya Ould Abdedayem 漁業海洋経済省 大臣 

Khadija Mint Bouka 〃 事務次官 

椿 裕己 〃 行政アドバイザー(JICA 専門

家) 

Mohamed Ely Barham 〃 計画協力局長 

Ahmed Talih Moune 〃 水産資源整備・調査局 副局

長 

Cheikh Tourad Mohamed Saad 

Bouh 
環境開発省 環境管理部長 

Souleymane Sidi Mohamed 経済財務省 税務局情報・調査・税務改善

指導部長 

Aly Yahya Dartige 国水産物衛生検査公社 総裁 

Amadou Mamadou Niang 〃 副総裁 

Bilal Mohamed Lemine 〃 ヌアクショット研究所所長 

Mohamed Lemine O. Zamel 〃 総合検査部長 

Sidi Khlifa 〃 衛生検査部長 

Hamoud Ould Ebbahim  〃 総務部長 

Cherif Ahmed 〃 理化学課長 

Alassane Tall 〃 細菌課長 

Harouna Tounkara 〃 計量責任者 

Ahmed Beheitt 〃 細菌課検査員 

El Jeilany Ould Cheikh ヌアディブ フリーゾーン 事務局長 

Mohamed Mahmoud Sidi Ely 

Awbeck 
〃 設計・計画・施設局局長 

Guisset Mamadou Amadou 〃 インフラサポートセンターマ

ネージャー 

Hamoud Mahmouden 〃 調査・計画・プログラム・整

備センターマネージャー 

Ba Aboulaye Mamadou モーリタニア水産物通商公社
(SMCP) 

総裁 

Ba Oumar Kalidou 国立統計局(ONS) 財政・経済統計部長 

Med. Yahya Mohamed 

Mahmoud 
国立公共工事試験所(LNTP) 業務課長 

Moulaye Growad  国立排水公社(ONAS) 技術局長 

Brahim o Ahmed Youra 水道公社(SNDE) 企業担当部長 

Gandega Souleymane 電力公社(SOMELEC) 商用電力部長 

Boullaha El Alem Alioune ヌアディブ市役所 助役 

Diop Moussa Boubacar Bureaux d’Etude Diop Moussa(民

間調査会社) 

社長 

Hamoud Ould Ebbahim SOMACOGIR(民間電気会社) 社長 

Sidi Mohamed Jiyed SOMEDIB(民間検査機器会社) 社長 

Aboubekrine Ould dahoud 

Dahoud 
National Medica(民間検査機器会

社) 

社長 

Mohamed Ismail Daddah EDM(民間エネルギー・通信・

設備会社) 

社長 

Ahmedou Camara NCA(民間施工会社) 現場主任 
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Modibo Dembele 〃 土木技師 
Terre Wafa ISO チュニジア認証評議会

(TUNAC) 
主任評価員 

Mokhtar Wafa 〃 技術責任者 
 
(2)日本側関係者 

名前 所属組織 職位 
清水 久継 在モーリタニア日本国大使館 大使 
佐藤 英矢 〃 参事官 
佐々木綜太郎 〃 政治担当官 
向出 萌 〃 三等書記官（経済開発協力） 
太田 香織 〃 三等書記官 
米田 有佳 〃 専門調査員 
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資料5. 調達機材リスト 
機材

番号 
機材名 

式

数 

機材

番号 
機材名 

式

数 

1 イオンクロマトグラフ 1 47 密度計 1 

2 グラファイト型原子吸光光度計 1 48 滅菌乾燥オーブン 1 

3 高速液体クロマトグラフ 1 49 ｺﾛﾆｰｶｳﾝﾀｰ 3 

4 紫外可視分光光度計 1 50 ろ過器 3 

5 水銀分析装置  1 51 回転式ミクロトーム 1 

6 フレーム型原子吸光光度計 1 52 パラフィン包埋装置 1 

7 蛍光分光光度計 1 53 フローティングバス 1 

8 赤外分光光度計 1 54 スライドグラス乾燥台 1 

9 水素化物発生装置 1 55 標本染色システム 1 

10 濃縮装置 1 56 精密天秤(有機・重金属用) 2 

11 PCR 装置 1 57 精密天秤(水分析・生化学用) 2 

12 電気泳動装置 1 58 精密天秤(計量用・0.01mg) 1 

13 ヒートブロック 2 59 精密天秤(フィコトキシン用) 1 

14 ﾏｲｸﾛｳｪ-ﾌﾞ分解装置 3 60 精密天秤用風防 3 

15 気象実験チェンバー   1 61 天秤(細菌用) 2 

16 ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ 2 62 天秤(計量用・0.1mg) 1 

17 ケルダール装置 2 63 天秤(受付用) 4 

18 ソックスレー抽出装置 1 64 天秤(大) 2 

19 放射線測定器 2 65 標準分銅 20kg 2 

20 固相抽出装置 2 66 標準分銅一式 1 

21 高速溶媒抽出器(ASE) 1 67 計量容器 2 

22 遠心分離機(冷却機能付) 1 68 解凍庫 1 

23 遠心分離機 2 69 冷凍冷蔵庫 7 

24 実体顕微鏡 1 70 冷蔵庫 5 

25 生物顕微鏡 1 71 冷凍庫(理化学用) 1 

26 正立顕微鏡 1 72 冷凍庫(官能用) 2 

27 倒立型顕微鏡 1 73 ストッカー 8 

28 蛍光顕微鏡 1 74 冷蔵庫(官能用) 1 

29 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ(細菌用) 5 75 恒温水槽 3 

30 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ(理化学用) 1 76 低温循環装置 3 

31 低温ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1 77 超音波脱気装置  2 

32 オートクレーブ 3 78 製氷器 1 

33 乾燥機 1 79 超音波洗浄機 1 

34 純水製造装置 3 80 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ洗浄器 1 

35 超純水製造装置 3 81 ガラス器具洗浄機 2 

36 低温冷凍庫 1 82 ガラス器具乾燥機 2 

37 真空オーブン 1 83 解剖キット 24 

38 ストマッカー 2 84 カゴ 10 

39 凍結乾燥機 2 85 缶検査装置 2 

40 粉砕機 1 86 真空検缶器 4 

41 ﾎﾓｼﾞﾅｲｻﾞｰ 3 87 クラッシャー 1 

42 ボルテックスミキサー 5 88 ホットプレート 1 

43 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ 6 89 自動ﾋﾞｭレット(理化学用) 2 

44 ﾏｯﾌﾙ炉 3 90 自動ﾋﾞｭレット(計量用) 2 

45 マニホールド 1 91 マイクロピペット(大) 1 

46 亜硫酸定量装置 1 92 マイクロピペット (小) 4 
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機材

番号 
機材名 

式

数 

機材

番号 
機材名 

式

数 

93 ミクロピペット 2 137 ｺｰﾅｰ実験台 11 

94 pH 計(ポータブル) 2 138 天秤台 7 

95 pH 計(卓上) 2 139 天秤台(計量用) 3 

96 多機能メーター(細菌用) 2 140 検査用流し台 20 

97 多機能メーター(理化学用) 3 141 検査用流し台(官能用 H900) 1 

98 温湿度計 8 142 ガラス器具棚 30 

99 温度データロガー 50 143 試薬棚 2 

100 デジタル温度計(接触型) 20 144 スチール棚(5 段) 7 

101 デジタル温度計(計量用) 1 145 スチール棚(4 段) 2 

102 デジタル温度計(非接触･接触

型) 

20 146 ｽﾃﾝﾚｽ製作業台(官能用 H900) 4 

103 多機能検査校正器 1 147 ｽﾃﾝﾚｽ製作業台  1 

104 赤外線温度計 1 148 システムロッカー(白衣保管用) 8 

105 赤外線温度校正器 1 149 検査打合せ用机 1 

106 濁度計 2 150 検査打合せ用椅子 5 

107 導電率計 2 151 ラボ用椅子 66 

108 比色計 1 合計 647 

109 塩素分析計 2    

110 圧力鍋 2    

111 スクリーン 2    

112 プロジェクター 2    

113 クーラーボックス  1    

114 卓上投影機 2    

115 デジタルカメラ 2    

116 メジャー付テーブルボード 2    

117 防錆ﾄﾚｲ  1    

118 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾄﾚｲ 1    

119 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸまな板 1    

120 ポータブルルーペ 21    

121 台車 4    

122 ワゴン 4    

123 クリーンベンチ 1    

124 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ(乾式 左置き) 1    

125 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ(乾式 右置き) 1    

126 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ(湿式) 1    

127 コンパクトクリーンベンチ(細

菌用) 

4    

128 卓上型チャンバー(理化学用) 7    

129 キャビネット(分子生物用) 2    

130 中央実験台 7    

131 中央実験台(ガス栓付) 2    

132 サイド実験台 65    

133 サイド実験台(耐荷重用 

W1500) 

8    

134 除振架台(W540) 3    

135 サイド実験台(W900) 1    

136 サイド実験台(官能用 H900) 5    
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資料6. ソフトコンポーネント計画書 
 

１ ソフトコンポーネントの背景 

 『モーリタニア国水産物衛生検査公社ヌアディブ検査所建設計画』は、国立水産物衛生検査公

社(以下、「ONISPA」と称する)のヌアディブ衛生検査所の施設・検査機材整備を行うことにより、

同国輸出水産物の衛生検査機能を維持・強化することを目的として実施する。 

ONISPA は、同国唯一の食品衛生検査機関として輸出向け水産物衛生検査の信頼性の向上と適

切な検査所運営に努めてきた。その結果、サブサハラ地域で 3 カ国しか例の無い国際認証

(ISO117020 および 17025：検査機関運営および試験所・校正機関能力に係る認証)を取得するに至

っている。本案件が実施された後も新施設で速やかに同認証が更新され、国際水準を維持した水

産物検査をすることが求められている。しかしながら、本調査を通じ、今後の使用に耐えない老

朽化した施設・機材の更新といったハード面での課題とともに、運営維持管理および検査技術と

いったソフト面の課題が明らかとなった。 

運営維持管理面では、施設・設備・検査資機材や検査記録が個々の担当部署により管理されて

おり、統合的かつ効率的な管理が行われていないなど、GLP(Good Laboratory Practice)2原則に規定

される事項が十分満されていない点が散見された。新施設では、検査部門と管理部門が一体的に

配置されることから、さらなる運営維持管理面での強化が必要となる。また、検査技術の面では

ISO 監査団からも指摘を受けているように、検査誤差管理やトレーサビリティ確保のための計量

機能の充実、試料・機材の汚染防止策の徹底など、さらなる検査精度を高めるための取り組みが

必要となっている。これに加え、本案件の検査機材の更新・新規調達に伴い、検査ごとに設定さ

れる標準業務手順書(Standard Operation Procedure：SOP)3の改訂・新規作成の適切かつ速やかな実

施が不可欠である。 

 このように、今後 ONISPA の機能を維持・強化するためには、これまでの ONISPA の自助努力

による取り組みに加え、上記課題の解決に資する新たな技術的強化が求められている。従って、

本案件では施設整備、機材調達等のハード面での支援に加え、ソフトコンポーネントとして以下

の技術支援を計画する。 

・新施設での運営維持管理体制強化に必要な指導 

・検査精度向上のための取り組み支援 

・本案件で整備する検査機材の SOP への適合に関する技術的助言 

・ISO17020, 17025 認証の更新プロセス等に関する技術支援 

                                                        
1 国際標準化機構 
2  「OECD 優良試験所基準(GLP)原則」に基づき、非臨床・環境安全試験が計画、実施、監査、記録、資料保管

及び報告される際の組織的な手順及びその条件に関する品質システム。OECD 加盟各国における有害物質等評価

のための試験方法と試験実施基準の国際的調和を図るために確立された。 
3 SOP では、主に下記に挙げる事項が検査ごとに定められる。 

・被験物質及び対象物質の確認(受領、識別、取扱い、採取、保管、他の検体や試料との共存の仕方)、 

・設備・機器(分析方法(使用する機材)、管理など) 

・コンピュータシステム(管理、安全対策、操作方法など) 

・試薬(管理、調整方法など)、 

・記録(管理、報告書作成、顧客情報など) 

・試験(実施場所、準備方法、保管・廃棄など) 

・信頼性確保(試験者の技量、校正、監査など)、 

・安全・衛生など 
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これらの内容を ONISPA ヌアディブ検査所の品質管理責任者、検査責任者および施設維持管理

責任者を対象として実施することにより新施設の円滑な立ち上げを実現し、また適切で持続的な

施設運営が担保される。 

なお、当該技術支援の C/P となる総合検査部長、衛生検査部長、品質管理統括は、ONISPA 組織

全体の管理者でもあるため、当該計画の実施効果はヌアディブ検査所のみならず、過去に無償資

金協力を実施した ONISPA ヌアクショット検査所の施設運営への波及効果が期待できる。 

 

２ ソフトコンポーネントの目標 

「新施設において、国際基準を満たす検査業務と施設運用が円滑に開始される」ことを目標とす

る。 

 

３ ソフトコンポーネントの成果 

 ①GLP 原則に準じた新施設運営維持管理体制が確立される。 

 ②機材更新／新規調達に伴う SOP の改訂がなされる。 

 ③検査精度向上のための取り組みがチェックリストに基づいて開始される。 

 ④ISO 更新に必要な対策がすでに講じられていることが確認され、手続きが開始される。 

 

４ 成果達成度の確認方法 

 成果とその達成度・指標に関する確認項目を以下の表に示す。表中に記載された指標としてあ

げられている計画等は、ソフトコンポーネントにおいてコンサルタントの指導のもと、ONISPA が

主体となって作り上げていくものである。 

 

表 ソフトコンポーネント成果と指標 

成果 達成度(成果状況)の確認項目 指標 

① GLP 原則に準じた

新施設運営管理体

制が確立される。 

新施設における検査業務管理の責任者、なら

びに機械器具・試薬等管理担当者が指定さ

れ、掌握業務が内規等で明確になっている

か。 

SOP や記録簿等の保管、管理、活用方法が内

規等で明確になっているか。 

着実な組織運営のための収支計画が事業計

画書等で明確になっているか。 

ONISPA の内規や事業

計画書等の内部文書と

して、以下の文書が整

備されている。 

運営維持管理体制、責

任者・掌握業務表、文

書・データ管理規定、

収支計画表、等 

② 機材更新／新規調

達に伴う SOP の改

訂がなされる。 

拡充された検査機能の SOP について、改訂箇

所や改訂方針が明らかになっているか。 

改訂 SOP 案 

③ 検査精度向上のた

めの取り組みがチ

ェックリストに基

づいて開始される。 

検査精度を高めるための検体・試料の採取、

保管、搬送に関する適切な方法が理解されて

いるか。また、日常的なチェックの方法が定

められているか。 

検体・試料取扱チェ

ックリストによる評

価 

④ ISO 更新に必要な

対策がすでに取ら

れていることが確

認され、手続きが開

始される。 

ISO 監査機関「TUNAC」による指摘項目(2017

年)に対する対応策がすでに取られており、

更新に向けた諸手続きが開始されているか。 

ISO 更新計画 
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５ ソフトコンポーネントの活動計画 

5－1 成果1「GLP原則に準じた新施設運営管理体制が確立される。」 

 成果 1 を達成するために、以下の活動を実施する。 

 

(1)対象者：同検査所総務部長、品質管理統括(ISO 担当)、財務部長 

(2)活動： 

活動 1－1 責任者および担当者の指定・掌握業務の明確化 

新施設における検査業務に関する責任者および担当者を指定するとともに掌握業務・責任を

明確にし、文書化するための技術的助言を行う。主に以下の責任者・担当者と掌握業務を想定

する。 

責任者 掌握業務 

1) 部門責任者 検査結果通知書の確認、通知の承認、標準作業書の作成及び改訂の承

認 

2) 検査区分責任者 標準作業書 SOP の作成及び改訂並びにその保管、検体・試料収去、収

去方法の確認、検体・試料の取扱い、保管の確認、検体・試料送付の

確認、機械器具、試薬等の管理の確認、検査等の方法の選定、検査等

の実測値、結果の確認、標本・データー検査結果通知書の控えの保管 

3) 食品衛生監視員 機械器具の保守点検の記録、保管、検体・試料の採取方法、外観の記

録、検体・試料の搬送条件、保存条件の記録、検体・試料送付の記録、

検査結果通知書の確認および控えの保管 

4) 検査担当者 検体・試料の取扱い、保管の確認、機械器具、試薬管理の確認、検査

等の方法の選定、検査等の実測値、結果の確認、標本、データ、検査

結果通知書の控えの保管 

5) 機械器具 機械器具の稼働状況、必要事項の確認 

6) 試薬担当者 試薬、試液、標準品、標準液、標準菌株、培地等の必要事項の確認 

 

 文書としては、運営維持管理体制図、責任者・掌握業務表を想定し、ONISPA 側で作成する当該

文書作成を支援する。最終化後、全職員対象を対象とした所内説明会開催を支援する。 

 

活動 1－2 記録簿・データの管理指導 

 検査業務の管理上必要な記録・データは、以下のように分類される。 

①検査 

・検体/試料の収去記録 ・検査結果生データ ・検査結果 ・検査結果通知 

②試薬、培地等 

・購入記録簿、使用毎の記録簿、在庫記録簿 

③機械器具 

・使用毎の記録簿 ・定期点検計画表と実施記録簿 ・異常時の状況と対応記録簿 

 

既存施設では、上記①～③のデータに度々欠損あるいは一部入手が困難な状況が見られた。ま

た、紙媒体の記録簿の保管や電子データファイルが一括管理できておらず、必要かつ正確な情報

の入手に時間を要する場合がある。活動 1－1 において指定された責任者および担当者に対する以

下の指導を行う。 

1)既存施設で行われている過去の既存紙媒体・電子媒体記録管理状況の確認 

 予め ONISPA 側で検査部各課、総務部に散在して保存されている①～③の既存記録の集約、

①の電子データ化の推進を指導し、現地で整理されたデータ類を確認する。 

2)新施設における記録簿／データの管理・活用方法検討 

✓ 官能課、細菌課、理化学課、分子生物課および計量課ごとに①～③の紙媒体／電子媒体

記録簿記入様式および保管場所の検討と確認を行う。 

✓ 課レベルで①～③の様式・保管場所の決定事項を責任者から課員に周知させ、必要に応

じた対応を速やかに実施できる体制を確立する。 

✓ 課レベルで集約・集計された電子媒体記録は総務部にて管理するとともに、必要に応じ
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て電子媒体記録を紙媒体記録と照合する方法を検討する。 

   

3)文書・データ管理規定の作成 

上記 1)～3)の検討結果は、文書・データ管理規定として文書化した後、当該規定に則った業

務の流れや管理方法について関係者に説明がなされる。 

  

活動 1－3 新施設運営維持管理計画の取りまとめ 

 協力準備調査において策定された運営維持管理計画における会計収支、人材育成・教育訓練等

計画の詳細計画を検討し、活動 1-1、活動 1-2 で作成した文書と共に新施設運営維持管理計画とし

て纏める。また、最終化された当該計画を説明するための所内説明会開催を支援する。 

 

(3)成果品 

 新施設運営維持管理計画(内部規定：運営維持管理体制図、責任者・掌握業務表、文書・データ

管理規定、収支計画表) 

 

5－2 成果2「機材更新／新規調達に伴うSOPの改訂がなされる。」 

 SOP は、検査使用機材、試薬の種類と作成方法、試料採取・保存処理方法、試験の具体的な操

作手順等が検査ごと記される検査所独自の“検査レシピ”である。本案件の実施により検査機種(メ

ーカー・仕様のレベルアップ、可能な検査範囲の精緻化)が変更になると、機械の操作方法のみな

らず上記試薬の調整、試料の前処理方法といった検査の一連の手順に変更が生じるため、当該 SOP

の改訂が必要となる。これらの内容は、メーカー派遣技術者による機器操作や解析手法の指導を

行う初期操作指導や運用指導の対象外であり、かつ ONISPA ヌアディブ検査所の検査計画に精通

したコンサルタント人材による実施が必要となる。当該業務に係る具体的な活動は下記の通り。 

 

(1)対象者：総合検査部長、品質管理統括(計量担当)、各検査課課長(官能課、細菌課、理化学課、

分子生物課、計量課) 

(2)活動： 

活動 2－1 SOP 改訂準備(国内) 

SOP 改訂が想定される主な検査項目は以下の通り。国内にて SOP の改訂が必要と思われる箇

所と内容について分析を行い、指摘事項として取りまとめる。 

①水銀 (水銀分析装置) 

②陰イオン/陽イオン(イオンクロマトグラフ) 

③重金属(フレーム型原子吸光光度計、グラファイト型原子吸光光度計) 

④記憶喪失性貝毒(ASP)(HPLC) 

⑤窒素、りん等(紫外可視分光光度計) 

⑥ヒスタミン (蛍光分光光度計) 

⑦油分 (赤外分光光度計) 

⑧組織標本作成 (ミクロトーム、パラフィン包埋装置、標本染色システム) 

⑨分子生物試験 (PCR 装置、電気泳動装置) 

⑩温度校正(多機能検査校正器、気象実験チェンバー、赤外線温度校正器)) 

 

活動 2－2 SOP 改訂に係る指導 

活動 2－1 で整理された SOP 改訂内容に関する指摘を行うとともに、ONISPA 側が作成する改

訂 SOP 案に対する技術的助言を行う。また、新施設において実際に当該改訂 SOP 案に沿った形

で一連の検査の方法等を試行し、結果を当該 SOP 案にフィードバックさせる。技術指導に係る指

摘点は、現 SOP・改訂 SOP 対照表および改訂 SOP 承認スケジュール等が記載された「改訂 SOP

リスト」において整理される。 

 

活動は以下の手順で実施する。 

i)SOP 改訂点指導・協議と確認 0.5 日、 

ii)検査試行のための試料の前処理、試薬の調整と準備、機材の試し打ちなどの準備 0.5 日、 

iii)実際の検査試行(1 試料につき２～５回の分析試行が必要)  0.5 日、 
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iv)試行結果に基づく SOP の更なる改訂作業 0.5 日 

(3)成果品 

 改訂 SOP 案 

 

5－3 成果3「検査精度向上のための取り組みがチェックリストをもとに開始される。」 

 成果 3 を達成するために、以下の活動を実施する。 

 

(1)対象者：各検査課課長(官能課、細菌課、理化学課、分子生物課、計量課) 

(2)活動： 

活動 3－1 検査精度管理チェックリスト案の作成(国内業務) 

 成果 2 の SOP 改訂内容も踏まえ、検体・試料採取や搬送に係る留意点をまとめた各課のチェ

ックリスト案を作成する。 

 (検体・試料の採取) 

 ・完成品か中間品かの確認【各課共通】 

・ロットを代表し、かつロットを混合しない方法での採取【各課共通】 

・表示等の確認【各課共通】 

・手指の洗浄や消毒【各課共通】 

・検査に十分な量の採取  

・他物の混入、二次汚染のない方法での採取 

・採取時の温度確認 

・試験品保管場所の温度の確認 

・滅菌済み器具等による無菌的採取 

・原料分割採取時の元包装等の外観 

・被収去者の立会または確認のもとでの採取  

・破損汚染を予防する方法に基づいた収去バッグへの収納  

 (検体・試料の搬送) 

・試験品の温度管理(搬送前、到着時の確認) 【各課共通】 

・搬送時間の確認・記録 【各課共通】 

・他物からの汚染混入防止 

・他試験品への汚染防止  

・保存方法に従った搬送 

(機器精度の確認) 

・機器に関する精度の確認方法と確認頻度 

  事前及び終了試験(空試験、標準試料添加試験)、検稜線確認 

 

 なお、国内作業にて作成された当該チェックリスト案は、現地での SOP 改訂内容(活動 2－

2)の結果により修正・追記が必要となる。現地活動中には現地活動 2－2 の進捗と結果を踏まえ、

適宜修正を行う。 

 

活動 3－2 検査精度管理チェックリスト案の試行と最終化 

 5 つの検査課課長との協議および実際の検査現場での試行を通じ、活動 3－1 で作成したチェ

ックリストの修正を行い、最終版とする。また、各課長が課内検査員に対し、チェックリスト

に掲げる留意点について説明・指導を行う会議開催を支援する。  

 

活動は以下の手順で実施する。実際に汚染を極力低減するよう計画された新施設での新たな検

査動線において、各課のチェックポイントを各課責任者に現場で確認させることで事業終了後

のチェック体制の定着を図る。 

 

i)国内で作成し、SOP 改訂により修正したチェックリスト案の説明と確認 0.5 日 

ii)検査現場での検査動線(検体の受付から、試料採取・抽出、検査、機材の使用準備や使用後の
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洗浄・保管、試薬準備や廃棄まで)チェックポイントの確認 1 日 

iii)チェックリストの微修正・最終化、課内全検査員との討議及び最終確定 0.5 日 

 

(3)成果品 

検査精度管理チェックリスト(×5 課) 
 

5－4 成果4「ISO更新に必要な対策がすでに講じられていることが確認され、手続きが開始され

る。」 

 成果 4 を達成するために、以下の活動を実施する。 

(1)対象者：品質管理統括(ISO 担当) 

(2)活動： 

活動 4－1 TUNAC 指摘項目への対処指導 

2017 年 11 月に実施された ISO の審査機関 TUNAC からの報告(2018 年 1 月)では、主に下記

の点につき指摘がなされている。成果 2 および成果 3 の活動結果も踏まえ、これら指摘に対す

る対処策の確認を行う。 

・理化学・細菌検査全体： 

使い捨て消耗品、試薬、使用する蒸留水の管理と品質保証 

・ASP、カドミウム検査： 

作業環境の改善(フードの設置、粉塵対策、照明確保、空調・周辺温度、周辺セクターと

の分離(汚染防止)など)、使用する天秤の精度条件(秤量と最小表示)が不適合 

・サルモネラ検査： 

  使用分離培地の確認、培養条件(培養温、時間)、確認試験の手順の確認(試薬のトレーサ

ビリティーの確認)、検査記録、処理方法の手順の確認 

・細菌検査 指摘点： 

天秤の最大秤量、pH メーターの精度の基準値遵守、検体受け取り時の温度記録 

・報告書： 

結果書の一部項目の書式未設定、誤記のチェック不足 

  

活動 4－2 ISO 更新手続き等の確認・促進 

ISO 更新が速やかになされるよう、必要な手続きやスケジュールの確認を行い、更新準備に

着手させる。また、新たな ISO 認証取得を目指す検査項目についても必要に応じて技術的助言

を行う。 

 

(3)成果品:ISO 更新計画 

 

６ ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 ソフトコンポーネントの実施にあたっては、ONISPA における検査業務に通じており、かつ国

際水準の衛生検査施設の運用、食品衛生検査方法と機材の取り扱いに関する知見を有する人材が

必要とされる。現地ではこれらの知見を有する人材がないため、受注コンサルタントから成果 1

を担当する①「検査所運営維持管理」(3 号、27 日間 0.90 MM)、および成果 2~4 を担当する②「検

査技術」(3 号、国内 8 日間 0.40MM および現地 55 日間 1.83MM、合計 2.23MM)人材を投入する

計画とする。 

 

７ ソフトコンポーネントの実施工程 

(1)全体工程 

 ソフトコンポーネントの実施工程は下表の通り。「検査所運営維持管理」専門家は完工・引き渡

し前に新施設運営管理体制確立のための技術支援(活動 1-1 から 1-3)を実施する。 

「検査技術」専門家は、新施設稼働前に国内業務にて活動 2-1 および活動 3-1 を行う。全ての検
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査機材が使用できる状況になり、新施設において検査業務が開始される段階で現地に入り、現地

での活動を行う。 

ソフトコンポーネントの全体実施工程は下に示すとおり、2021 年 2 月中旬から 4 月末までの工

程で実施する。 

表：全体実施工程 

 
 ■：現地業務  ：国内業務 

 

(2)作業工程案 

「検査所運営維持管理」工程表（2022 年 2 月～3 月、27 日間） 

[現地業務] 

活動1-1 責任者および担当者の

指定・掌握業務の明確化
活動1-2 記録簿・データの管理

指導
活動1-3 新施設運営維持管理計

画の取りまとめ

活動2-1　SOP改訂準備（国内）

活動2-2　SOP改訂に係る指導

活動3-1 検査精度管理チェック

リストの案作成(国内業務)

活動3-2 検査精度管理チェック

リスト案の試行と最終化
活動4-1 TUNAC指摘項目への対処

指導
活動 4-2 ISO更新手続き等の確

認・促進

進捗報告書

JICAセネガル事務所への報告 ▲

▲　完工・引き渡し

2021年

3月2月 4月
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業務内容 車 通 業務内容 車 通

1 火
【移動】東京→

16 水
文書・データ管理規定案修正・最終化
関係者への説明会

〇 〇

2 水 【移動】→パリ→ヌアクショット 17 木

活動1－3　新施設運営維持管理計画の
取りまとめ
会計収支計画の詳細確認,記録・管理方法
の指導

〇 〇

3 木
【移動】ヌアクショット→ヌアディブ
ONISPAとの打合せ

〇 〇 18 金
人材育成・教育訓練の詳細確認,人材能力
評価方法の検討

〇 〇

4 金
【活動1-1】責任者および担当者の指定・
掌握業務の明確化 新組織部署の組織図,
責任者,各担当者の確認,掌握業務の確認

〇 〇 19 土 資料整理,進捗報告書作成,翻訳 〇

5 土
運営維持管理体制図,責任者・掌握業務表
案の作成・翻訳

〇 20 日 資料整理,進捗報告書作成,翻訳 〇

6 日 資料整理 21 月 新施設運営維持管理計画案の作成・翻訳 〇 〇

7 月
運営維持管理体制図,責任者・掌握業務表
に係る協議,修正,最終化

〇 〇 22 火
新施設運営維持管理計画案の修正・最終
化

〇 〇

8 火
総務部長,品質管理官による所内説明,
質疑応答(管理部門・検査部門別)

〇 〇 23 水
新施設運営計画の所内説明会開催支援
【移動】ヌアディブ→ヌアクショット

〇 〇

9 水
【活動1-2】記録簿・データの管理指導
記録簿/データ(検査・機械器具・試薬培地)
の既存紙媒体・電子媒体記録確認

〇 〇 24 木 漁業海洋経済省への説明・協議 〇 〇

10 木
新施設における記録簿/データ(検査)の管
理・活用方法検討

〇 〇 25 金 【移動】ヌアクショット→ 〇 〇

11 金
新施設における記録簿/データ(試薬・培地)
の管理・活用方法検討

〇 〇 26 土 【移動】→パリ→ 〇

12 土 文書・データ管理規定案検討・翻訳 〇 27 日 【移動】東京 〇
13 日 文書・データ管理規定案検討・翻訳 〇

14 月
新施設における記録簿/データ(機械器具)の
管理・活用方法検討

〇 〇

15 火 文書・データ管理規定案に係る協議・修正 〇 〇

日順日順
2020年12月
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「検査技術」工程表（2022 年 3 月～4 月、55 日間） 

[国内業務] 

 
[現地業務] 

  
 

 

業務内容 業務内容
火 3 水 ⑤窒素・りん,⑥ヒスタミン
水 4 木 ⑦油分,⑧組織標本作成
木 5 金 ⑨分子生物試験,⑩温度校正
金 土
土 日

日 6 月
【活動3-1】チェックリスト案の作成
①検体・試料の採取(5課分)

月 7 火 ②検体・試料の搬送(5課分)
火 8 水 ③機器精度(質量・容量・温度)
水 木
木 金
金 土
土 日
日 月

1 月
【活動2-1】SOP改訂準備
既存SOP分析,改訂指摘点整理
①水銀,②陰イオン・陽イオン

火

2 火 ③重金属,④ASP 水
木

2020年12月
日順 日順

業務内容 車 通 業務内容 車 通

金 12 土
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(理化学課),資料整理
〇

土 13 日
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(理化学課),資料整理
〇

日 14 月 SOP改訂点指導と確認(④ASP) 〇 〇

月 15 火
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(④ASP)

〇 〇

1 火 【移動】東京→ 16 水 SOP改訂点指導と確認(⑤窒素・りん) 〇 〇

2 水 【移動】→パリ→ヌアクショット 〇 17 木
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑤窒素・りん)

〇 〇

3 木
【移動】ヌアクショット→ヌアディブ
ONISPAとの打合せ

〇 〇 18 金 SOP改訂点指導と確認(⑥ヒスタミン) 〇 〇

4 金
【活動2-2】SOP改訂に係る指導
SOP改訂点指導と確認(①水銀検査)

〇 〇 19 土
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(理化学課),資料整理
〇

5 土 資料整理 20 日
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(理化学課),資料整理
〇

6 日 資料整理 21 月
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑥ヒスタミン)

〇 〇

7 月
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(①水銀検査)

〇 〇 22 火 SOP改訂点指導と確認(⑦油分) 〇 〇

8 火
SOP改訂点指導と確認(②陰イオン/陽イオ
ン)

〇 〇 23 水
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑦油分)

〇 〇

9 水
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(②陰イオン・陽イオン)

〇 〇 24 木 SOP改訂点指導と確認(⑧組織標本作成) 〇 〇

10 木 SOP改訂点指導と確認(③重金属) 〇 〇 25 金
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑧組織標本作成)

〇 〇

11 金
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(③重金属)

〇 〇 26 土
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(官能課),資料整理
〇

27 日
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳

(理化学課),資料整理
〇

2021年1月
日順日順
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８ 相手国実施機関の責務  

 ソフトコンポーネントは基本的にカウンターパート(ONISPA ヌアディブ検査所)スタッフとの

共同作業で実施される。モーリタニア政府は自国予算により必要なカウンターパートを継続的に

配置するものとする。また、今回作成される成果品に基づき、施設の運営維持管理管理および検

査業務が適切かつ継続的に実施されるよう必要な支援を行う。 

 

 

業務内容 車 通 業務内容 車 通

28 月 SOP改訂点指導と確認(⑨分子生物試験) 〇 〇 43 火
検査精度チェックリスト案の修正と最終化,
課内検査員への説明・指導(分子生物課)

〇 〇

29 火
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑨分子生物試験)

〇 〇 44 水
検査精度管理チェックリスト案に関する協議
と試行(計量課)

〇 〇

30 水 SOP改訂点指導と確認(⑩温度校正) 〇 〇 45 木
検査精度チェックリスト案の修正と最終化,
課内検査員への説明・指導(計量課)

〇 〇

31 木
改訂SOPに沿った検査試行,SOPへのフィー
ドバック(⑩温度校正)

〇 〇 46 金
【活動4-1】TUNAC指摘項目への対処
 指摘点の確認と対応の確認

〇 〇

32 金

【活動3-2】検査精度管理チェックリストの
試行と最終化
検査精度管理チェックリスト案に関する協議
と試行(官能課)

〇 〇 47 土 報告書作成・翻訳 〇

33 土
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳
(分子生物課),資料整理

〇 48 日 報告書作成・翻訳 〇

34 日
検査精度管理チェックリスト案の修正・翻訳
(軽量課),資料整理

〇 49 月
【活動4-2】 ISO更新手続き等の確認・促
進
更新手続き・スケジュールの確認

〇 〇

35 月
検査精度チェックリスト案の修正と最終化,課
内検査員への説明・指導(官能課)

〇 〇 50 火
新規ISO認証に向けた技術的助言
ONISPAへの全体活動報告

〇 〇

36 火
検査精度管理チェックリスト案に関する協議
と試行(細菌課)

〇 〇 51 水 【移動】ヌアディブ→ヌアクショット 〇 〇

37 水
検査精度チェックリスト案の修正と最終化,課
内検査員への説明・指導(細菌課)

〇 〇 52 木
漁業海洋経済省への説明・協議
【移動】ヌアクショット→ダカール

〇 〇

38 木
検査精度管理チェックリスト案に関する協議
と試行(理化学課)

〇 〇 53 金
JICAセネガルへの報告
【移動】ダカール→パリ

〇

39 金
検査精度チェックリスト案の修正と最終化,課
内検査員への説明・指導(理化学課)

〇 〇 54 土 【移動】→パリ→

40 土 報告書作成,資料整理 〇 55 日 【移動】東京
41 日 報告書作成,資料整理 〇

42 月
検査精度管理チェックリスト案に関する協議
と試行(分子生物課)

〇 〇

日順 日順
2021年2月
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